
事例６ 「生活の中にある言葉を、観点をもって収集することで、語彙を豊かにするとと

もに、語感を磨くこと」をねらった事例 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  〔知識及び技能〕⑴言葉の特徴や使い方に関する事項 

〇事例のポイント 

①個人で集めた言葉を学級単位でまとめ、読み合うことで語感を磨き、語彙を豊かにする。 

②成果物としての語彙集を作成することによって、学習成果に実感をもてるようにする。 

③ＩＣＴ端末を活用し、閲覧や編集を円滑に進められるようにする。 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・語彙を収集、閲覧する場面 

・グループや全体で考えを交流する場面 

 

ＩＣＴ活用の利点 

①集めた言葉の記録、閲覧、編集が容易になる。 

②グループで出た意見を可視化し、全体で共有しやすくなる。 

 

１ 単元名・教材名 ほめ言葉の研究 ―他者を評価する言葉を集めて語彙集を編集しよう― 

          「語彙を豊かに」 

 

２ 生徒の実態と本単元の意図 

  本学級の生徒はこれまでに帯単元として日頃の読書生活の日記をつけたり、使いたい言葉や読

みたい本を書き留めたり、あるいは、書評や本の広告を切り抜いたりと様々な方法で、読書を通

して語彙に触れる学習を行ってきた。意識されなければ生活の中で通り過ぎてしまう言葉を、今

一度意識して見つめ直すことで、言葉のもつよさに気付き、そして、言葉を意識的に集めること

の難しさを、学習を通して実感してきた。 

  本単元では、こうした学習体験を積んできた生徒たちに、読書からさらにもう一歩踏みこんで、

生活の中にある言葉、特に、他者を称賛したり肯定したりする評価語彙に目を向けられるように

していく。そして、それらの語彙を集団で共有できるようにしたい。評価語彙に目を向け、学習

することで、国語の授業で学んだことが学校生活で、さらには今後の社会生活を生きる上で重要

な意味をもつと考える。 

本単元で用いる教材は〔知識及び技能〕⑴エ「抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、

類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使

うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。」をねらいとした教材を用いるものである。

そうした教材のねらいを、本単元では他者を称賛する言葉を通して、学習者である生徒たちが自

らの手で語感を磨きながら語彙を獲得していく実践として試みるものである。他者を称賛すると

いう行為は私たちが生活を営む中でごく当たり前に行われる行為ではあるものの、実際には、人

格や行動、能力、努力など称賛する対象によって同じような意味でも、場面や対象によって適切

な言葉の選択が行われなくてはならないと考える。 

  指導に当たっては、これまでの学習を生かしながら、生徒たちの関心や興味を喚起し、生徒自

らが取り組みたいと思えるような導入を図る。生徒の主体性を引き出しながら、言葉を①収集、

②編集、③共有という段階を踏み、学級単位でほめ言葉を集めた語彙集を作成していく。学級単

位とすることで、個人の学習が集団に活かされ、結果、集団における社会生活の向上に繋がるの

である。このようなほめ言葉の語彙集を作成する一連の過程でＩＣＴ端末も積極的に活用してい

く。具体的には、語彙を集める段階や語彙の説明などを編集する段階での活用が想定される。例

えば、ＩＣＴ端末を活用することにより、話合いの際にグループ内で出た意見を即座に入力し、

参照しながら意見を交わすことや、紙に書く場合よりも容易に加除修正を繰り返しながら文章を

整えることが可能になる。このことは生徒の言語能力を育むのに効果的であると考えている。 

  以上のことから、一連の学習活動を通して生徒の言語感覚を磨き、語彙を豊かにしていきたい

という思いの下、単元を設定した。 



３ 単元の目標 

⑴ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味

を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊か

にすることができる。                      〈知識及び技能〉(1)エ 

⑵ 読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて文章を整えることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉Ｂ(1)エ 

⑶ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。              〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 本単元における言語活動 

  生活の中から見付けた語彙を整理したり、編集したりする活動。（関連：言語活動例ウ） 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①抽象的な概念を表す語句

の量を増すとともに、類

義語と対義語、同音異義

語や多義的な意味を表す

語句などについて理解

し、話や文章の中で使う

ことを通して、語感を磨

き語彙を豊かにしてい

る。（(1)エ） 

①「書くこと」において、読み

手の立場に立って、表現の効

果などを確かめて文章を整

えている。（Ｂ(1)エ） 

①読み手の立場に立って、伝わ

りやすい表現について粘り

強く考え、文章を整えようと

している。 

 

６ 指導と評価の計画（全４時間扱い） 

時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 

１ 

○学習のねらいや進め

方を捉える。 

◯教師による例とそれ

に関連する話を聞く。 

◯言葉を集める観点を

もつ。 

◯新聞や本、マンガなど

の資料から言葉を集

める。 

○表計算ソフト（Google

スプレッドシートな

ど）を用いて記録す

る。 

 

 

 

 

 

○学習の見通し 

◯ほめ言葉の例 

◯言葉の探し方 

◯言葉の記録の仕方 

 

○具体例をなるべく多く示し、学習の具

体的なイメージの共有を図る。 

◯集めた言葉を記録する際には、①使用

例、②使われた場面、③氏名も合わせ

て記録するよう働きかける。 

○話し言葉と書き言葉の違いにも触れ

られるとよい。 

◯表計算ソフトにはあらかじめ、言葉を

分類する観点を示しておき、生徒は入

力の段階で分類できるように示す。 

◯第１時と第２時の間を一定期間とり、

生徒の家庭学習で語彙を集めるよう

にすることも考えられる。 

編 P36 指導

計画作成の

留意事項⑼ 

ＩＣＴ活用の利点① 

集めた言葉は随時共同編集によって相互に閲

覧できるようにする。 

 



２ 

 

 

 

 

◯集めた語彙のリスト

から、クラスで作る語

彙集に加えたい言葉

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○他者の意見を参考に

して、語彙集に加えた

い言葉を選ぶ。 

◯語彙の説明や使われ

た場面について書く。 

 

 

 

◯語彙を選ぶ観点 

○他者の意見 

○説明の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表計算ソフト（Google スプレッドシ

ートなど）を閲覧しながら、小グルー

プで言葉を検討するよう働きかける。 

◯検討した結果は表計算ソフトに記録

するように指示する。 

◯言葉の掲載順も五十音順や出席番号

順にするのではなく、学級で工夫でき

るようにする。 

○語彙の説明を書くためのモデルを示

す。 

○語彙の説明や使われた場面について

書く際には文章入力ソフト（Googleド

キュメントなど）を用いる。 

 

 

 

 

 

 

３ 

○第一稿を互いに読み

合い、コメントし合

う。 

○コメントを受けて、自

分の選んだ語彙の説

明を整える。 

 

 

 

○意見交流の仕方 

○よりよく伝わる表 

現の工夫 

 

○推敲の観点を示してから読むように

する。 

○文章入力ソフト（Googleドキュメント 

など）のコメント機能を使用すること

も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現①】 

観察・ワークシート 

・ここでは、読み手の立場に立った表

現に気を付けながら、自分の文章

を整えているかを確認する。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

観察 

・ここでは、読み手に伝わる表現の工

夫をしようと粘り強く取り組んで

いるかを確認する。 

 

【知識・技能①】 

観察・ＩＣＴ端末 

・ここでは集めた語彙に関心をもっ

て読みながら、なおかつ、他者が選

んだ語彙に対して考えを持ってい

るかをコメントの内容で確認す

る。 

事例のポイント① 

相互に集めた言葉を読み合うことで、言葉に触

れる機会を生み出し、語彙を豊かにしていく。 

編 P36 指導

計画作成の

留意事項⑻ 

【語彙を選ぶ観点】 

・この言葉は○○さんが使いそう。 

・この言葉は自分も使いたい。 

・この言葉は言われたい。 

・この言葉を使えるような人になりたい。 

・この言葉に惹きつけられる。 

・この言葉の響きがいい。 

・この言葉で表現したい。 

・この言葉がとにかく気になる。 

編 P35 指導計画作

成の留意事項⑵ 

ＩＣＴ活用の利点① 

共同編集によって相互に閲覧できるようにし

ているため、ＩＣＴ端末で集めた言葉を確認し

ながら検討する。また、表計算ソフトにグルー

プで出た意見を入力することで、意見交流を円

滑にする。 

ＩＣＴ活用の利点① 

文章入力ソフトを用いることで、教師が進捗状

況を把握することができる。また、書くことが

苦手な生徒の中でも、タイピングでなら書ける

という生徒が一定数いることも想定される。 

 

 



４ 

○まとめた語彙集を読

み合い、感想を交流す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元の振り返りをす

る。 

○意見交流の仕方 

○柔らかな伝え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りの仕方 

◯意見を共有するためのソフト（オクリ

ンクプラスなど）を用いて、グループ

での意見を可視化する。 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習指導（本時４／４時） 

⑴ 目標 

○ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意

味を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を

豊かにすることができる。                   〈知識及び技能〉(1)エ 

⑵ 評価規準 

○ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意

味を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。                            【知識・技能】 

⑶ 展開 

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 本時の学習を確認す

る。 

 

 

２ 語彙集を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の見通し 

 

 

 

○語彙を増すこと 

◯集めた語彙の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前回までに取り組んだことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

◯完成した語彙集を提示するこ

とで、生徒が学習の成果を実感

できるようにする。 

◯学級内の誰によって編集され

たかではなく、あくまでも集め

た言葉の説明や場面に注目す

るよう働きかける。 

◯語彙集を読む時間をしっかり

と確保し、生徒が読み浸ること

を経験できるようにする。 

２ 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉」についての自分の考えを深めよう。 

【知識・技能①】 

観察 

・語彙集を読むことで、自分の知らな

かった言葉や使いたい言葉など気付

きが得られているかを確認する。 

〈語彙の例〉 

大人／長ける／巧み／ならでは／アイドル／寛大／

控えめに言って／誠実／的確 など 

〈語彙の説明例〉 

【大人】 

〈使い方〉 

「異なる意見を取り入れたのは大人な判断だった。」 

〈使われた場面〉 

 学級会での先生の最後の話の中で。 

〈言葉に対する考え〉 

 「大人」と言われると少しくすぐったいような気が

するが、悪い気はしない。使うより、使われたい言葉。 

 

事例のポイント① 

学級の語彙集とすることで、他

者の言葉にも触れ、語感や語彙

を豊かにする。 

事例のポイント② 

成果物として、語彙集を配付

することで、学習に実感がも

てるようにする。 

ＩＣＴ活用の利点② 

大型モニターで意見を映すことで、リアルタイ

ムでグループの意見を共有することができる。

また、発表を円滑に進めることもできる。 

 



３ 感想を交流する際の観

点を捉える。 

 

 

４ 感想を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループで出た意見

を共有する。 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯交流の観点 

 

 

 

○交流の仕方 

○語彙を豊かにする

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共有の仕方 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えのまと

め方 

 

 

 

○振り返りの仕方 

 

 

○振り返りの仕方 

 

 

 

 

 

 

 

◯感想交流は最終的に全体で共

有することをあらかじめ説明

しておく。 

 

◯４人グループをつくり、感想を

交流する。 

◯交流の機会を確保するために

５人以上のグループにならな

いように留意する。 

◯グループで出た意見はＩＣＴ

端末のソフト（オクリンクプラ

スなど）を用いて記録し、リア

ルタイムで教室のモニターに

反映する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習を通して、気付いた

ことや考えたことを振り返る

よう働きかけ、自分自身の言葉

の感覚や考えの変容が自覚で

きるように促す。 

 

２ 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

日常生活の中に、他者を評価する言葉は無数に存

在する。そうした言葉に気付く目を持つことで、

自分自身の言葉に対する感覚や理解をさらに深め

ることができる。 

評価規準 

【知識・技能①】 

観察 

・ここではこれまでの自身の

言葉に対する考えが一連の

活動を通して、広がったり、

深まったりして変容があっ

たか確認する。 

〈「努力を要する」状況（C）への手立て〉 

・全体で共有した事柄に再度

目を向けるよう助言し、自分

の言葉に対する見方がどの

ように変容したか気付ける

ようにする。 

〈期待される生徒の振り返り〉 

今回の単元を通して、人をほめる言葉がこんなに

も多く存在することを知って驚いた。それと同時

に、自分自身がどれだけ言葉を知らなかったのか

もわかった。私たちの身の回りの言葉に目を向け

ることで、私たち自身の生活が豊かになると思

う。今後は授業で学んだことを活かして、自分の

言葉を豊かにしていきたい。 

〈期待される意見交流の例〉 

・この言葉を選ぶ視点は自分にはなかった。 

・一見、ほめ言葉には思えない言葉でも、使う

場面や使う人によってほめ言葉になり得る。 

・この言葉を選んだ感覚は面白い。 

・自分でもこの言葉を使える人になりたい。 

・人をほめる言葉がこんなにも多くあったな

んて。 

・自分達で集めたものが、しっかりとした形に

なったことが嬉しい。 

事例のポイント③ 

グループで出た意見は意見を共有できるソフトを

用いて、可視化し、発表を円滑にする。 

ＩＣＴ活用の利点② 

他のグループの意見を交流段

階から共有できる。 


